
○
法
務
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
三
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

６

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

衆

六
一
、
一
、
二
八

六
一
、
二
、
六

　
　
（
予
）

六
一
、
三
、
二
七

可
　
　
決

六
一
、
三
、
二
八

可
　
　
決

六
一
、
一
、
二
八

六
一
、
三
、
二
五

可
　
　
決

六
一
、
三
、
二
五

可
　
　
決

68

扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
案

参

三
、
一
七

三
、
一
七

　
　
四
、
二
四

可
　
　
決

　
　
四
、
二
五

可
　
　
決

三
、
一
七

（
予
）

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

81

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案

衆

三
、
二
八

四
、
一
〇

（
予
）

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
一
六

可
　
　
決

四
、
二

　
　
四
、
二
二

可
　
　
決

　
　
四
、
二
二

可
　
　
決

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

101

国
会
６

集
団
代
表
訴
訟
に
関
す
る
法
律
案

飯
田
忠
雄
君

外
　
　
一
　
　
名

　
（
五
九
、
四
、
二
〇
）

五
九
、
四
、
二
〇

未
　
　
　
　
　
　
　
了

101

国
会
10

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

寺
田
熊
雄
君

外
　
二
　
　
名

　
　
　
（
五
、
一
〇
）

五
、
一
〇

未
　
　
　
　
　
　
　
了



番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

101

国
会
17

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

橋
本
敦
　
君

外
　
　
一
　
　
名

　　
　

（
五
九
、
七
、
二
〇
）

五
九
、
七
、
二
〇

未
　
　
　
　
　
　
　
　
了

102
国
会
７

人
事
訴
訟
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

飯
田
忠
雄
君

外
　
　
一
　
　
名

　　

（
六
〇
、
五
、
一
六
）

六
〇
、
五
、
一
六

未
　
　
　
　
　
　
　
　
了

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
下
級
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
の
適
正
迅
速
な
処
理

　
を
図
る
た
め
、
裁
判
所
職
員
の
定
員
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

　
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
判
事
の
員
数
を
八
人
増
加
し
千
三
百
五
十
二
人
に
改
め
る
。

　
二
、
裁
判
官
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
の
員
数
を
一
人
増
加
し
二
万
千

　
　
三
百
四
十
四
人
に
改
め
る
。

　
三
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改

　
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

　
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
下
級
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
の
適
正
迅
速
な
処
理

　
を
図
る
た
め
、
判
事
の
員
数
を
八
人
増
加
す
る
と
と
も
に
、
裁
判
官

　
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
の
員
数
を
一
人
増
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
司
法
試
験
制
度
及
び
修
習
制
度
の
改

　
革
、
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
増
の
原
因
と
そ
の
対
策
、
訴
訟
遅



　
延
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

　
詳
細
は
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
発
言
も
な

　
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り

　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
八
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
我
が
国
が
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
を

　
締
結
す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
内
法
上
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
、

　
夫
婦
、
親
子
そ
の
他
の
親
族
関
係
か
ら
生
ず
る
扶
養
義
務
の
準
拠
法

　
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主

　
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
扶
養
義
務
は
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
つ
て
定
め
る

　
　
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
れ
ば

　
　
そ
の
者
が
扶
養
義
務
者
か
ら
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

　
　
き
は
、
当
事
者
の
共
通
本
国
法
に
よ
つ
て
定
め
、
こ
れ
に
よ
つ
て

　
　
も
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
日
本
の
法
律
に
よ

　
　
つ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
二
、
傍
系
親
族
間
及
び
姻
族
間
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
、
扶
養
義

　
　
務
者
は
、
一
定
の
要
件
の
下
に
、
扶
養
権
利
者
の
請
求
に
対
し
て

　
　
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、
離
婚
を
し
た
当
事
者
間
の
扶
養
義
務
は
、
そ
の
離
婚
に
つ
い
て

　
　
適
用
さ
れ
た
法
律
に
よ
つ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
四
、
公
的
機
関
の
費
用
償
還
を
受
け
る
権
利
の
準
拠
法
、
扶
養
義
務

　
　
の
準
拠
法
の
適
用
範
囲
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の

　
　
と
す
る
。

　
五
、
経
過
措
置
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
の
期
間
に
係
る
扶
養

　
　
義
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、

　
　
こ
の
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
法
例
に
所
要
の
改
正
を
加
え
る
も
の

　
　
と
す
る
。

　
六
、
こ
の
法
律
は
、
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
が
日
本
国

　
　
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
我
が
国
が
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
を



締
結
す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
内
法
上
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

夫
婦
、
親
子
そ
の
他
の
親
族
関
係
か
ら
生
ず
る
扶
養
義
務
の
準
拠
法

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
扶
養
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
扶
養
権
利
者
の
常
居
所

地
法
に
よ
つ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
傍
系
親
族
間

及
び
姻
族
間
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
、
扶
養
義
務
者
は
、
一
定
の

要
件
の
も
と
に
、
扶
養
権
利
者
の
請
求
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
離
婚
を
し
た
当
事
者
間

の
扶
養
義
務
は
、
そ
の
離
婚
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
た
法
律
に
よ
つ
て

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
公
的
機
関
の
費
用
償
還
を
受

け
る
権
利
の
準
拠
法
、
扶
養
義
務
の
準
拠
法
の
適
用
範
囲
等
に
つ
い

て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
へ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
構
成
と
そ

こ
で
採
択
さ
れ
た
諸
条
約
の
批
准
状
況
、
扶
養
義
務
等
に
関
す
る
渉

外
事
件
数
と
そ
の
内
容
、
常
居
所
地
の
意
義
、
子
に
対
す
る
扶
養
義

務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
と
の
関
係
、
各
国
民
法
の
定
め
る
扶
養

義
務
者
の
範
囲
と
扶
養
の
程
度
、
公
序
の
具
体
例
等
に
つ
い
て
質
疑

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
ほ
か
、
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知

　
願
い
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

　
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

　
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

（
閣
法
第
八
一
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
相
互
の
保
証
の
下
に
、
外
国
弁
護
士
と
な
る
資
格

　
を
有
す
る
者
が
国
内
に
お
い
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
し
て
外
国
法

　
に
関
す
る
法
律
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
み
ち
を
開
く
と
と

　
も
に
、
そ
の
法
律
事
務
の
取
り
扱
い
を
弁
護
士
の
例
に
準
じ
て
規
律
す

　
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
渉
外
的
法
律
関
係
の
安
定
を

　
図
り
、
か
つ
、
外
国
に
お
け
る
日
本
法
に
関
す
る
法
律
事
務
が
充
実

　
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次

　
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
に
は
、
法
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
、

　
　
か
つ
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



　
　
も
の
と
す
る
。

　
二
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
、
我
が
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手

　
　
続
の
代
理
等
一
定
の
法
律
事
務
を
除
き
、
原
資
格
を
取
得
し
た
外

　
　
国
の
法
な
ど
に
関
す
る
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

　
三
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
我
が
国
の
弁
護
士
を
雇
用
し
、
又
は
我

　
　
が
国
の
弁
護
士
と
事
務
所
の
共
同
経
営
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

　
　
と
す
る
。

　
四
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
に

　
　
入
会
す
る
も
の
と
し
、
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
、

　
　
そ
の
指
導
、
連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
五
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
登
録
及
び
懲
戒
に
関
す
る
処
分
の
適
正

　
　
を
図
る
た
め
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
特
別
の
機
関
を
置
く
も
の

　
　
と
し
、
登
録
及
び
懲
戒
は
こ
の
議
決
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

　
六
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範

　
　
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
法
務
委
員

　
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
国
際
的
な
法
律
事
務
の
増
大
に
か

ん
が
み
、
渉
外
的
法
律
関
係
の
安
定
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
外
国
に

お
け
る
日
本
法
に
関
す
る
法
律
事
務
の
取
り
扱
い
の
充
実
に
資
す
る

た
め
、
相
互
の
保
証
の
下
に
、
外
国
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る

者
が
国
内
に
お
い
て
外
国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
る
み
ち
を
開
き
、
か
つ
、
そ
の
法
律
事
務
の
取
り
扱
い
を
弁

護
士
の
例
に
準
じ
て
規
律
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
に
は
、
法
務
大
臣
の
承
認

を
受
け
、
か
つ
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
、
我
が
国
の
弁
護

士
と
同
様
の
使
命
及
び
職
責
を
有
し
、
我
が
国
の
裁
判
所
に
お
け
る

訴
訟
手
続
の
代
理
等
一
定
の
法
律
事
務
を
除
き
、
原
資
格
を
取
得
し

た
外
国
の
法
に
関
す
る
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
権
利
及
び
義
務
は
、
我
が
国
の
弁

護
士
の
例
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
名

称
、
事
務
所
、
我
が
国
の
弁
護
士
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
外
国
法

事
務
弁
護
士
の
特
性
に
応
じ
た
規
律
を
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
外
国

法
事
務
弁
護
士
は
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
入
会
す
る

も
の
と
し
、
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
、
そ
の
指
導
、

連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。
第
五
に
、
外
国
法
事



務
弁
護
士
の
登
録
及
び
懲
戒
に
関
す
る
処
分
の
適
正
を
図
る
た
め
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
に
特
別
の
機
関
を
置
く
も
の
と
す
る
等
で
あ
り

ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
案
提
出
の
経
緯
、
名
称
を
外
国

法
事
務
弁
護
士
と
し
た
理
由
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
を
日
本
弁
護
士

連
合
会
の
自
治
の
下
に
入
れ
る
こ
と
及
び
相
互
主
義
を
と
る
こ
と
の

必
要
性
、
職
務
範
囲
を
制
限
し
た
理
由
、
我
が
国
の
弁
護
士
の
雇
用

及
び
事
務
所
の
共
同
経
営
を
禁
止
し
た
理
由
、
我
が
国
の
渉
外
法
律

事
務
に
対
す
る
影
響
及
び
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
質
疑
が
重
ね

ら
れ
ま
し
た
ほ
か
、
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま

す
。
　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を

代
表
し
て
寺
田
理
事
よ
り
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
次
い

で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




